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・先輩看護師との意見の食い違い １．－生懸命に教えてくれる
・先輩看護師が怖い ；・部署の騨囲気がよい
．１回では覚えられないが、「前にしたでしよ；・部署が教育熱心だと感じる
う」と言われると思うと聞きづらい ｜・先輩が体調を気にかけてくれた
．｢経験があること」と「できること」は同じ；・先輩から励ましてもらった
だと思われる １.体調を崩して休んだとき,先輩から励ましＩ
・指導者によって言うことが違う ｝の手紙をもらった
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．忙しし、 ｉ・失敗がなく１日の業務が終わった
・インシデントレポートを書いた；・給料をもらった
・ダブルチェックを先輩に頼みたいが忙しそ；・採血がうまくできた
うでなかなか頼めない
゜自分の知識がないと自覚したときｉ・患者さんが名前を覚えてくれた
・患者の急変や臨終に立ち会うのが怖い １.患者さんから「あなたが来ると元気が出る」’
・人工呼吸器をつけた患者を看るのが怖い；と言われた
；・患者さんから「ありがとう」と言われた
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３回目には増加しており，これは１回目と２回
目に比べ，３回目の研修がより自己を見つめる
内容であったことが影響していると考えられ
る。つまり，これまでの「仲間づくり」として
のゲームやグループワークの楽しい雰囲気か
ら，看護師としての自己の内面に目を向ける内
容に変わったため，一部の看護師の許容量を越
え，かえって混乱したのではないかと考える。
また，研修の間隔が空いたことや，２か月研修
のようなフオローアップの研修を組み込んでい
なかったことも要因の一つかもしれない。
全体的にみると，新人看護師の離職要因とな
る「ストレス」とその軽減の鍵となる「仲間」
の存在を意識できたと考える。しかしまだエン
パワーメントを取り戻すまでには至っておら
ず,今後もその過程を支援していく必要がある。
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状況にあった方法で本プログラムを活用するに
は,導入時期や内容の検討はもちろんであるが，
施設に合ったいくつかの支援プログラムが必要
だと考える。
また「peer」の語源から考えると，本研修は
新人だけでなく同じ立場の仲間としてプリセプ
ターや中堅看護師，管理者にも応用できると考
える。「新人ナースのエンパワーメントプログ
議後l量向繊竃
今回はプログラム開発研究班の全面的な協力
を得てビアカウンセリング研修を実施した。
研修後の新人看護師の様子から，「新人ナー
スのエンパワーメントプログラム」そのものだ
けでは，その効果は十分に発揮できないように
思われる。年３回の研修の前後に当院独自の企
画を導入することにより，研修効果の継続が得
られたのではないだろうか。つまりその施設の
ラム」のさらなる充実を期待したい。
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